


費原単位の平均値、最大値、最小値を示す。発電設備

構成に占める原発の割合が２～３割と相対的に大きい

東京、関西、四国、九州電力では、原発稼働時の時刻

別一次エネルギー消費原単位の日較差が比較的大きく、

最大供給日では、最大値と最小値の差は 2.45 ～ 3.56

[MJ/kWh] となる。北陸電力は水力発電の割合が３割程

度と相対的に大きく、原発稼働・停止時ともに一次エネ

ルギー消費原単位が９社の中で最も小さい。　

　図４に原発稼働時 (2010 年度 ) と停止時 (2016 年度 )

における昼間に対する夜間※３の年平均一次エネルギー

消費原単位の比を示す。年間の昼間に対する夜間の一次

エネルギー消費原単位の比は原発稼働時で 0.39 ～ 0.85

程度であったが、停止時ではどの電気事業者でも 0.9 以

上となる。原発停止時には昼間と夜間の一次エネルギー

消費量に殆ど差がないため、原発停止時では夜間電力を

利用することによる一次エネルギー削減効果は極めて少

ないと考えられる。

3.2　時間帯別電気料金の比較：図５に東京電力におけ

る時間帯別料金プランの料金単価及び昼間に対する夜

間の料金単価の比と電力供給コスト※４の推移を示す。

昼間に対する夜間の料金単価の比は 2002 年度以降、電力

供給コストと共に増加する傾向がある。震災直後の料金

改定 (2012 年９月１日 )では、直前の料金単価と比較し

て昼間は5.73[円/kWh]、夜間は2.52[円/kWh]増加する。

　図６に住宅用及び法人向け時間帯別料金単価と昼間に

対する夜間の料金単価の比を示す。住宅用と比較して法

人向け料金プランでは料金単価は安価であるが、昼間と

夜間の電気料金単価の比は高い傾向がある。

　住宅用料金プランにおいて昼間に対する夜間の料金単

価の比を原発停止前後で比較すると、発電構成に占める

水力発電の割合が相対的に大きい北陸電力や原発の割合

が小さい中国電力ではほぼ変化しないが、東北電力では

約９％、東京電力では約８％、特に原発の割合が大きい

関西電力では約 28％増加する。

　法人向け料金プラン (高圧Ａ・Ｂ ) でも住宅用料金プ

ランと同様の傾向があり、昼間に対する夜間の料金単価

の比は北陸電力と中国電力を除く電気事業者で原発稼働

時と比較して停止時には増加しており、東北、東京、関

西、九州電力では７～ 10％程度上昇する。

ɹ原発の停廃止により住宅用・法人向けとも昼間に対す

る夜間の電気料金単価の比が増加しており、金銭的イン

センティブは少なくなっていると考えられる。

⬥　まとめ
①原発停止時では年間の昼間に対する夜間の一次エネル

ギー消費原単位の比が 0.9 以上となり、夜間電力利用

による一次エネルギー削減効果は極めて少ない。

②北陸電力と中国電力を除く電気事業者では、原発の

停廃止に伴い、昼間に対する夜間の電気料金単価の比

は住宅用料金プランで８～ 28％程度、法人向け料金

プランで約 10％増加しており金銭的インセンティブ

は少なくなっている。
注釈
※１  １[kWh]の電力を発電する為に必要な一次エネルギー量(石炭、石油、LNG、天然ガス等)
      単位 [MJ/kWh]
※２　沖縄電力を除く、北海道、東北、東京、北陸、中部、関西、中国、四国、九州の９つの電力会社。
※３　中国電力(昼間時間８:00～23:00、夜間時間23:00～８:00)、九州電力(昼間時間８:00
　　　～ 22:00、夜間時間 22:00 ～８:00)、その他 ( 昼間時間７:00 ～ 23:00、夜間時間
　　　23:00 ～ 7:00)
※４　電力供給コストは東京電力の HP(http://www.tepco.co.jp/corporateinfo/illustrated/

accounting/cost-supplying-j.html) で公開されており、燃料費、設備費、人件費、
その他の合計である。2015 年以降は集計方法が異なるため省略した。
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